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◆
議
会
基
本
条
例
制
定
の
経
緯

　

議
会
と
議
員
の
行
動
指
針
の
明
確
化
を
条
例

制
定
の
背
景
と
し
て
、身
近
な
議
会
、行
動
す
る

議
会
を
目
指
し
て
、平
成
19
年
８
月
に
議
会
改

革
の
検
討
の
た
め
松
本
市
議
会
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
。以
後
、20
年
１
月

か
ら
12
月
ま
で
１
年
を
か
け
て
条
例
制
定
に
向

け
て
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

検
討
手
順
と
し
て
は
他
の
自
治
体
の
規
定
の

内
容
を
検
討
し
、各
会
派
の
意
見
・
提
言
を
尊
重

し
な
が
ら
条
例
の
た
た
き
台
の
作
成
に
努
め
た
。

こ
こ
で
、議
員
間
の
自
由
討
議
、議
会
報
告
会
、

反
問
権
、政
策
立
案
、提
言
を
規
定
に
入
れ
る
か

が
論
点
と
な
り
、こ
れ
ら
を
整
理
し
た
上
で
素

案
を
作
成
し
た
。そ
の
後
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
、執
行
機
関
の
意
見
、議
員
協
議
会
の
協
議
を

経
て
、21
年
３
月
19
日
の
本
会
議
で
議
会
基
本

条
例
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、４
月
１
日
か
ら

施
行
と
な
っ
た
。

◆
議
会
基
本
条
例
推
進
組
織
の
設
置

　

議
員
一
人
ひ
と
り
が
責
任
と
自
覚
を
持
っ
て

推
進
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
か
ら
、活
動
原

則
に
則
し
、政
策
部
会（
委
員
11
人
）、広
報
部

会（
委
員
10
人
）、交
流
部
会（
委
員
10
人
）、進
行

防 

災 

対 

策

■
市
民
参
加
の
防
災
体
制
を
構
築

１
．姫
路
市
防
災
計
画

　

風
水
害
等
対
策
計
画
編
、地
震
災

害
対
策
計
画
編
の
ほ
か
、主
に
協
定

な
ど
を
定
め
た
資
料
編
の
３
部
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。災
害
の
想
定
と
し

て
、風
水
害
は
過
去
の
大
き
な
台
風

に
よ
る
集
中
豪
雨
の
被
害
を
基
に
、

ま
た
、地
震
災
害
は
山
崎
断
層
系
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・

７
の
地
震
を
想
定
し
て
い
る
。

２
．自
主
防
災
組
織

　

自
治
会
単
位
で
実
効
性
の
高
い
組

織
づ
く
り
を
目
指
し
、９
３
３
自
治

会
全
て
に
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ

れ
、初
期
消
火
・
通
報
訓
練
・
器
具
取

扱
い
・
応
急
手
当
の
ほ
か
、講
習
会
や

映
画
会
な
ど
で
住
民
参
加
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
る
。

３
．避
難
場
所

　

市
が
指
定
す
る
３
１
５
カ
所
の
ほ

か
に
、自
主
防
災
組
織
な
ど
に
よ
り

１
１
７
３
カ
所
の
一
時
的
に
危
険
を

回
避
す
る
場
所
を
選
定
し
て
い
る
。

表
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
か

進
行
管
理・検
証
を
行
っ
て
い
る
。

◆
情
報
公
開

　

議
会
で
行
う
会
議(

委
員
会
、協
議
会
、検
討

委
員
会
な
ど)

は
傍
聴
自
由
、会
議
録
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
、会
議
資
料
は
提
供
し
部
数
に

限
り
あ
る
も
の
は
貸
与
と
し
て
い
る
。

①
議
会
情
報
閲
覧
制
度

　

協
議
会
関
係
の
会
議
録
、委
員
会
行
政
視
察

の
報
告
、政
務
調
査
費
の
収
支
報
告
、交
際
費
、

食
糧
費
の
執
行
状
況
な
ど
の
閲
覧
体
制
を
と
っ

て
い
る
。

②
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

交
際
費
、食
糧
費
、政
務
調
査
費
関
係
、市
民

会
議
の
結
果
や
資
料
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
る
。

③
会
議
の
中
継

　

議
会
本
会
議
は
松
本
市
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

市
民
ロ
ビ
ー
で
生
中
継
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
録
画
配
信
し
て
い
る
。

４
．災
害
対
策
の
備
蓄
と
水
資
源

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
得
た
教
訓

を
生
か
し
、５
棟
の
大
型
備
蓄
倉
庫

に
非
常
食
14
万
食
を
保
管
、ま
た
、飲

料
水
兼
用
の
耐
震
性
貯
水
槽（
１
０

０
ｔ
）が
７
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か｢

災
害
時
市
民
開
放
井

戸
登
録
制｣

を
設
け
、地
域
住
民
に
水

を
提
供
で
き
る
井
戸
が
１
７
７
６
基

登
録
さ
れ
て
い
る
。

５
．市
民
参
加
型
防
災
体
制

　

平
成
９
年
度
か
ら｢

市
民
防
災
大

学｣

を
防
災
専
門
の
大
学
教
授
や
講

師
を
招
い
て
年
に
５
〜
６
回
開
講
し
、

市
民
が
災
害
発
生
時
に
的
確
に
行
動

で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

13
年
度
か
ら
は｢

消
防
防
災
救
急

指
導
員｣

を
導
入
。消
防
職
員
の
Ｏ
Ｂ

を
指
導
員
に
任
命
し
、地
域
の
出
前

講
座
な
ど
で
市
民
に
対
す
る
防
災
指

導
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、21
年
か
ら

開
講
し
て
い
る｢

防
災
ス
ク
ー
ル｣

で

は
、中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生
を
中

心
と
し
た
、若
い
世
代
を
対
象
に
、こ

れ
か
ら
の
防
災
の
担
い
手
を
育
成
し

て
い
る
。

行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
報
告

実
施
日　

11
月
１
日
〜
２
日

参
加
者　

小
谷
野 

剛　

磯
野 

和
夫　

加
賀
谷 

勉　

新
良 

守
克

　
　
　
　

萩
原 

義
典　

金
子 

広
和　

内
藤 

光
雄　

齋
藤　

 

誠

大
沢
え
み
子　

田
村 

秀
二

実
施
日　

10
月
20
日
〜
21
日

参
加
者　

新
良 

守
克　

綿
貫 
伸
子　

萩
原 

義
典　

笹
本 

英
輔　

大
沢
え
み
子　

磯
野 

和
夫　

田
村 

秀
二

◆
議
会
基
本
条
例
制
定
の
経
緯

　

議
会
改
革
に
は
以
前
か
ら
熱
心
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、平
成
17
年
の
合
併
を
機
に｢

市
民
に

よ
り
開
か
れ
た
議
会
、信
頼
さ
れ
る
議
会｣

へ
一

層
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

議
会
改
革
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
、一
問
一

答
制
、質
問
席
の
設
置
、議
員
間
討
論
、議
会
基

本
条
例
の
制
定
を
行
っ
て
き
た
。基
本
条
例
の

策
定
に
は｢

上
越
ら
し
さ｣

を
念
頭
に
、全
議
員

参
加
の
も
と
約
１
年
半
を
費
や
し
て
制
定
し
た
。

　

基
本
条
例
は
議
会
の
基
本
的
な
役
割
、責
務
、

政
策
立
案
に
対
す
る
活
動
原
則
を
定
め
る
だ
け

で
な
く
、市
民
参
画
と
協
働
に
対
す
る
規
定
も

設
け
、議
会
の
最
高
規
範
と
し
て
位
置
付
け
た
。

　

議
会
報
告
会
は
年
に
２
回
４
会
場
で
、意
見

交
換
会
は
全
議
員
が
分
担
し
て
随
時
開
催
し
、

広
報
広
聴
委
員
会
が
企
画
運
営
を
行
う
。議
会

に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
、提
言
は
広
報
広
聴
委
員

を
重
ね
議
会
全
体
の
動
き
と
し
た
。議
会
を
個

人
の
自
己
主
張
の
場
と
す
る
の
で
は
な
く
、合
意

形
成
の
場
と
し
て
の
機
能
を
高
め
る
こ
と
で
、

市
民
の
信
託
に
応
え
る
議
会
を
目
指
し
て
い
る
。

◆｢

全
国
初｣

の
議
員
提
案
に
よ
る
条
例
を
制
定

　

23
年
６
月
に
全
国
初
の
議
員
提
案
に
よ
る
、

｢

中
山
間
地
域
振
興
基
本
条
例｣

を
制
定
。本
条

例
は
地
域
の
切
実
な
課
題
で
あ
る｢

限
界
集
落
、

耕
作
放
棄
地
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
る
中
山

間
地
域
の
再
生
を
図
る
た
め
、産
業
振
興
の
促

進
や
集
落
維
持
機
能
の
強
化｣

な
ど
安
心
、安
定

を
も
た
ら
す
基
盤
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。制
定
に
向
け
て
特
別
委
員
会
を
設
け
、３
年

余
り
議
論
を
重
ね
て
き
た
本
条
例
で
は
、市
に

具
体
的
な
取
組
方
針
の
策
定
、議
会
へ
の
報
告
、

市
民
へ
の
公
表
な
ど
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

総総

務

経

済

委

員

会

務

経

済

委

員

会
防 

災 

セ 

ン 

タ 

ー

■
災
害
に
強
い
防
災
中
枢
拠
点
施
設

　

セ
ン
タ
ー
は
、阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、災
害
に
対
す
る

備
え
や
対
応
を
再
点
検
す
る
と
と
も

に
、災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り
を
目

指
し
た
防
災
中
枢
拠
点
施
設
と
し
て

19
年
に
開
設
さ
れ
た
。

　

建
物
は
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

■
二
度
と
事
故
を
起
こ
さ
な
い

　

明
石
市
で
は
、安
全
管
理
体
制
の

不
備
か
ら
平
成
13
年
に
２
件
の
痛
ま

し
い
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
。死
者

11
名
と
２
０
０
名
を
超
え
る
負
傷
者

を
だ
し
た｢

市
民
夏
ま
つ
り
歩
道
橋

事
故｣

、当
時
４
歳
の
女
の
子
が
亡
く

６
階
建
て
で
、29
基
の
免
震
装
置
を

使
っ
た
構
造
で
あ
る
。

　

館
内
に
あ
る｢

ひ
め
じ
防
災
プ
ラ

ザ｣

は
、市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る

学
習
施
設
で
、消
火
・
避
難
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
は
、子
ど
も

た
ち
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
に
関
す

る
知
識
が
習
得
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で

あ
る
。

な
っ
た｢

大
蔵
海
岸
砂
浜
陥
没
事
故｣

で
あ
る
。

　

市
で
は
、｢

二
度
と
こ
の
よ
う
な
事

故
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い｣

と
の

強
い
意
識
の
も
と
、全
庁
的
に
安
全

管
理
体
制
の
強
化
と
充
実
を
図
る
た

め
、18
年
度
に
リ
ス
ク
管
理
者
制
度

を
創
設
し
た
。こ
の
制
度
で
は
、専
門

研
修
を
受
け
た
職
員
が
他
部
局
の
イ

ベ
ン
ト
や
施
設
の
点
検
に
あ
た
る
こ

と
で
市
全
体
の
安
全
管
理
体
制
と
危

機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

■
全
所
属
で
危
機
管
理
に
臨
む

　

各
部
局
の
次
長
級
職
員
を
主
任
と

し
、係
長
以
下
２
名
を
リ
ス
ク
管
理

者
と
し
て
任
命
す
る
。ま
た
、毎
年
新

し
く
リ
ス
ク
管
理
者
を
選
任
す
る
こ

と
で
、経
験
者
が
全
庁
的
に
増
え
日

常
業
務
の
安
全
管
理
に
つ
な
が
る
。

施
設
管
理
者
は
、４
月
、７
月
、12
月

に
一
斉
点
検
と
検
証
を
行
う
。

■
危
機
管
理
意
識
の
維
持
が
必
要

　

制
度
自
体
は
浸
透
し
て
き
て
い
る

が
、マ
ン
ネ
リ
化
せ
ず
、常
に
危
機
管

理
意
識
の
維
持
と
向
上
に
努
力
で
き

る
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

管
理
部
会（
正
副
議
長
、各

会
派
の
代
表
）の
４
つ
の

部
会
を
設
置
し
た
。政
策
・

広
報
・
交
流
の
３
部
会
に

は
全
議
員
31
名
が
い
ず
れ

か
に
所
属
し
、ま
た
、進
行

管
理
部
会
は
２
カ
月
に
１

回
程
度
開
催
さ
れ
、他
の

３
部
会
が
作
成
し
た
工
程

会
と
課
題
調
整
会
議
で

課
題
を
整
理
し
、各
常

任
委
員
会
、政
策
形
成

会
議
で
協
議
の
上
、執

行
部
に
要
望
、提
言
と

い
う
形
で
反
映
す
る
仕

組
み
を
整
え
た
。

◆
全
議
員
が
問
題
意
識
を
共
有

　

全
国
的
に
基
本
条

例
の
制
定
が
叫
ば
れ

て
い
る
が
、｢

制
定
す

る
こ
と｣

が
目
的
化

し
て
い
る
事
例
も
見

ら
れ
る
。上
越
市
で

は
全
議
員
が
問
題
意

識
を
共
有
し
、議
論

センター地下の基礎部分には
免震装置が設置されている　

狭山市も参考にしたいと
積極的な質疑が　　　　

初期消火訓練も体験

熱心な意見交換が熱心な意見交換が
行われる行われる

議員自らが議員自らが
取り組みを説明取り組みを説明

上越らしさの
説明に聞き入る

議議

会

運

営

委

員

会

会

運

営

委

員

会

議議

会

活

性

化

特

別

委

員

会

会

活

性

化

特

別

委

員

会

◆
身
近
な
議
会
、

行
動
す
る
議
会
を
目
指
し
て

長
野
県
松
本
市　

議
会
改
革

◆
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
、

信
頼
さ
れ
る
議
会

新
潟
県
上
越
市　

議
会
改
革

こ
の
ほ
か
両
市
で
「
一
般
会
計
予
算
・
決

算
の
審
査
方
法
」
を
調
査
し
た

◆
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し

危
機
管
理
意
識
の
向
上
を

兵
庫
県
姫
路
市　

防
災
対
策
・
防
災
セ
ン
タ
ー

◆
日
ご
ろ
か
ら
多
く
の
目
で

点
検
す
る
こ
と
で
安
全
を
確
保
す
る

兵
庫
県
明
石
市　

リ
ス
ク
管
理
者
制
度


